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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和2年8月27日(2020.8.27)

【公表番号】特表2019-532575(P2019-532575A)
【公表日】令和1年11月7日(2019.11.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-045
【出願番号】特願2019-514821(P2019-514821)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｗ   8/04     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  64/00     (2009.01)
   Ｈ０４Ｗ  88/04     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｗ    8/04     　　　　
   Ｈ０４Ｗ   64/00     　　　　
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【手続補正書】
【提出日】令和2年7月15日(2020.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方法であって、前記方法は、
　モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始すること
を求める要求を受信することと、前記モバイル局は、前記ウェアラブルデバイスとワイヤ
レスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定することと、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始することと、ここにおいて、前記ウェアラブルデバイスのた
めの前記ロケーションセッションは、前記決定に基づいて前記ウェアラブルデバイスから
の位置情報を使用する、
　ここにおいて、前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィッ
クスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用され
ないことがありうると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスパーソナ
ルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスにリンクさ
れていないと決定することを備える、または、
　ここにおいて、前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィッ
クスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用され
ないことがありうると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスローカル
エリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記モ
バイル局にワイヤレスにリンクされていないと決定することを備える、または、
　ここにおいて、前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィッ
クスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用され
ないことがありうると決定することは、前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスのユ
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ーザと一緒ではないと決定するために前記モバイル局中のセンサを使用することを備える
、および、
　ここにおいて、前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスの前記ユーザと一緒ではな
いと決定するために前記モバイル局中の前記センサを使用することは、前記モバイル局が
前記ユーザによって持たれていないと決定するために動きセンサを使用すること、または
前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスと同じ環境中にないと決定するためにカメラ
センサを使用することを備える、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信することと、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせをさらに備える、請
求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、可視光通信（Ｖ
ＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信号強度
インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの少なく
とも１つを備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、前記ロケーションセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェ
アラブルデバイスに前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイ
ヤレスに通信させることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のためのモバイル局であって、前記モバイル
局は、
　ロケーションサーバとのワイヤレス通信が可能であるワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバに結合された少なくとも１つのプロセッサと、前記少なく
とも１つのプロセッサは、前記モバイル局とワイヤレスにリンクされている前記ウェアラ
ブルデバイスからロケーションセッションを開始することを求める要求を受信することと
、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについ
てのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定することと、前記
ワイヤレストランシーバを通じて前記ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイス
のための前記ロケーションセッションを開始することとを行うように構成され、ここにお
いて、前記ウェアラブルデバイスのための前記ロケーションセッションは、前記決定に基
づいて前記ウェアラブルデバイスからの位置情報を使用する、
　前記モバイル局を直接前記ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクすることが可能
であるワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）トランシーバと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＰＡＮトランシーバにさら
に結合され、および前記モバイル局が前記ＷＰＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブ
ルデバイスにワイヤレスにリンクされていないと決定するように構成されることによって
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、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスに
ついての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定するよう
にさらに構成される、または、
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネットワークにワイヤレスにリン
クすることが可能であるＷＬＡＮトランシーバと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさら
に結合され、および前記モバイル局が前記ＷＬＡＮネットワーク中の同じアクセスポイン
トを通じて前記ウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされていないと決定するよう
に構成されることによって、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前
記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないこと
がありうると決定するようにさらに構成される、または、
　動きセンサとカメラセンサとのうちの少なくとも１つと、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記動きセンサと前記カメラセン
サとのうちの前記少なくとも１つからデータを受信するようにさらに結合され、および前
記動きセンサからの前記データに基づいて前記モバイル局がユーザによって持たれていな
い、または前記カメラセンサからの前記データに基づいて前記モバイル局が前記ウェアラ
ブルデバイスと同じ環境中にないと決定するように構成されることによって、前記モバイ
ル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについての前記
ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定するようにさらに構成
される、
　を備える、モバイル局。
【請求項８】
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバをさらに備え、前記
ウェアラブルデバイスは、前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記モバイル局とワイヤレ
スにリンクされており、
　ここにおいて、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさら
に結合され、および前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブルデバイスから位
置情報を受信することと、前記ワイヤレストランシーバに、前記ウェアラブルデバイスか
らの前記位置情報を前記ロケーションサーバに送信することを行わせることとを行うよう
にさらに構成される、請求項７に記載のモバイル局。
【請求項９】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせを備える、請求項８
に記載のモバイル局。
【請求項１０】
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光通
信（ＶＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの
少なくとも１つを備える、請求項９に記載のモバイル局。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ワイヤレストランシーバに、前記ロケーショ
ンセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバイスに前記ロケー
ションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させることを行わ
せるようにさらに構成される、請求項７に記載のモバイル局。
【請求項１２】
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、請求項７に記載のモバイ
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ル局。
【請求項１３】
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のための非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、そこに記憶されたプログラムコードを含み
、請求項１－６の方法のステップのいずれかを実行するための命令を備える、非一時的コ
ンピュータ可読媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　[0061]モバイル局１１０はさらに、ロケーションセッションからモバイル局をドロップ
し、ウェアラブルデバイスに、例えば、ＷＬＡＮまたはＷＷＡＮネットワークを通じて、
ロケーションセッション中にロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させるための手
段を含みえ、それは、例えば、ロケーションセッションパスオフユニット７８８を含みう
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
　[0075]したがって、特許請求される主題は、開示されている特定の例に限定されないが
、そのような特許請求される主題はまた、添付された特許請求の範囲内に含まれる全ての
態様およびそれらの同等物を含みうることが意図される。
以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ウェアラブルデバイスのためのロケーション決定の方法であって、前記方法は、
　モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始すること
を求める要求を受信することと、前記モバイル局は、前記ウェアラブルデバイスとワイヤ
レスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定することと、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始することと、ここにおいて、前記ウェアラブルデバイスのた
めの前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報を使用しない、
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信することと、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせを備える、Ｃ２に記
載の方法。



(5) JP 2019-532575 A5 2020.8.27

［Ｃ４］
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、可視光通信（Ｖ
ＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信号強度
インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの少なく
とも１つを備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記方法は、前記ロケーションセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェ
アラブルデバイスに前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイ
ヤレスに通信させることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスにリンクされていないと決
定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスローカルエリアネットワ
ーク（ＷＬＡＮ）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記モバイル局にワイ
ヤレスにリンクされていないと決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定することは、前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスのユーザと一緒では
ないと決定するために前記モバイル局中のセンサを使用することを備える、Ｃ１に記載の
方法。
［Ｃ９］
　前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスの前記ユーザと一緒ではないと決定するた
めに前記モバイル局中の前記センサを使用することは、前記モバイル局が前記ユーザによ
って持たれていないと決定するために動きセンサを使用すること、または前記モバイル局
が前記ウェアラブルデバイスと同じ環境中にないと決定するためにカメラセンサを使用す
ることを備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のためのモバイル局であって、前記モバイル
局は、
　ロケーションサーバとのワイヤレス通信が可能であるワイヤレストランシーバと、
　前記ワイヤレストランシーバに結合された少なくとも１つのプロセッサと
　を備え、前記少なくとも１つのプロセッサは、前記モバイル局とワイヤレスにリンクさ
れている前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始することを求める
要求を受信することと、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェア
ラブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると
決定することと、前記ワイヤレストランシーバを通じて前記ロケーションサーバとの前記
ウェアラブルデバイスのための前記ロケーションセッションを開始することとを行うよう
に構成され、前記ウェアラブルデバイスのための前記ロケーションセッションは、前記モ
バイル局からの位置情報を使用しない、モバイル局。
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［Ｃ１２］
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）トランシーバをさらに備え、前記
ウェアラブルデバイスは、前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記モバイル局とワイヤレ
スにリンクされており、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記ＷＬＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信す
ることと、前記ワイヤレストランシーバに、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情
報を前記ロケーションサーバに送信することを行わせることとを行うようにさらに構成さ
れる、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１３］
　前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報は、ワイヤレスパーソナルエリアネット
ワーク（ＷＰＡＮ）データ、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）データ
、ワイヤレスワイドエリアネットワーク（ＷＷＡＮ）データ、衛星測位システム（ＳＰＳ
）データ、センサデータ、位置フィックスまたはそれらの組み合わせを備える、Ｃ１２に
記載のモバイル局。
［Ｃ１４］
　前記位置情報は、アクセスポイント、ルータ、ブリッジ、フェムトセル、Ｂｌｕｅｔｏ
ｏｔｈ送信機、ピコセル、スモールセル、無線周波数識別（ＲＦＩＤ）、および可視光通
信（ＶＬＣ）、基地局、またはそれらの組み合わせのうちの１つまたは複数からの受信信
号強度インジケータ（ＲＳＳＩ）またはラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）測定値のうちの
少なくとも１つを備える、Ｃ１３に記載のモバイル局。
［Ｃ１５］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ワイヤレストランシーバに、前記ロケーショ
ンセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバイスに前記ロケー
ションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信させることを行わ
せるようにさらに構成される、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１６］
　前記モバイル局を直接前記ウェアラブルデバイスとワイヤレスにリンクすることが可能
であるワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）トランシーバをさらに備え
、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＰＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記モバイル局が前記ＷＰＡＮトランシーバを通じて前記ウェアラブルデバイスにワ
イヤレスにリンクされていないと決定するように構成されることによって、前記モバイル
局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロ
ケーションフィックスとして使用されないことがありうると決定するようにさらに構成さ
れる、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１７］
　ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）ネットワークにワイヤレスにリン
クすることが可能であるＷＬＡＮトランシーバをさらに備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記ＷＬＡＮトランシーバにさらに結合され、お
よび前記モバイル局が前記ＷＬＡＮネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記
ウェアラブルデバイスにワイヤレスにリンクされていないと決定するように構成されるこ
とによって、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブル
デバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するようにさらに構成される、Ｃ１１に記載のモバイル局。
［Ｃ１８］
　動きセンサとカメラセンサとのうちの少なくとも１つをさらに備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記動きセンサと前記カメラセンサとのうちの前
記少なくとも１つからデータを受信するようにさらに結合され、および前記動きセンサか
らの前記データに基づいて前記モバイル局がユーザによって持たれていない、または前記
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カメラセンサからの前記データに基づいて前記モバイル局が前記ウェアラブルデバイスと
同じ環境中にないと決定するように構成されることによって、前記モバイル局についての
前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスについての前記ロケーションフ
ィックスとして使用されないことがありうると決定するようにさらに構成される、Ｃ１１
に記載のモバイル局。
［Ｃ１９］
　前記ウェアラブルデバイスからの前記ロケーションセッションを開始することを求める
前記要求は、前記ウェアラブルデバイスからの緊急呼を備える、Ｃ１１に記載のモバイル
局。
［Ｃ２０］
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のためのモバイル局であって、前記モバイル
局は、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始する
ことを求める要求を受信するための手段と、前記モバイル局は、前記ウェアラブルデバイ
スとワイヤレスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するための手段と、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始するための手段と、ここにおいて、前記ウェアラブルデバイ
スのための前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報を使用しない
、
　を備える、モバイル局。
［Ｃ２１］
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信するための手段と、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２０に記載のモバイル局。
［Ｃ２２］
　前記ロケーションセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバ
イスに前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信
させるための手段をさらに備える、Ｃ２０に記載のモバイル局。
［Ｃ２３］
　前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスに
ついての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると前記決定する
ための手段は、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレスパーソナルエリアネットワーク（
ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスにリンクされていないと決定するた
めの手段を備える、Ｃ２０に記載のモバイル局。
［Ｃ２４］
　前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェアラブルデバイスに
ついての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがありうると前記決定する
ための手段は、前記ウェアラブルデバイスがＷＬＡＮ（ワイヤレスローカルエリアネット
ワーク）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じて前記モバイル局にワイヤレスに
リンクされていないと決定するための手段を備える、Ｃ２０に記載のモバイル局。
［Ｃ２５］
　ウェアラブルデバイスのロケーション決定のための非一時的コンピュータ可読媒体であ
って、前記非一時的コンピュータ可読媒体は、そこに記憶されたプログラムコードを含み
、
　モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからロケーションセッションを開始すること
を求める要求を受信するためのプログラムコードと、前記モバイル局は、前記ウェアラブ
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ルデバイスとワイヤレスにリンクされている、
　前記モバイル局が、前記モバイル局についてのロケーションフィックスが前記ウェアラ
ブルデバイスについてのロケーションフィックスとして使用されないことがありうると決
定するためのプログラムコードと、
　前記モバイル局が、ロケーションサーバとの前記ウェアラブルデバイスのための前記ロ
ケーションセッションを開始するためのプログラムコードと、ここにおいて、前記ウェア
ラブルデバイスのための前記ロケーションセッションは、前記モバイル局からの位置情報
を使用しない、
　を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２６］
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスから位置情報を受信するためのプログラ
ムコードと、
　前記モバイル局が、前記ウェアラブルデバイスからの前記位置情報を前記ロケーション
サーバに送信するためのプログラムコードと
　をさらに備える、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２７］
　前記ロケーションセッションから前記モバイル局をドロップし、前記ウェアラブルデバ
イスに前記ロケーションセッション中に前記ロケーションサーバと直接ワイヤレスに通信
させるためのプログラムコードをさらに備える、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュータ可
読媒体。
［Ｃ２８］
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定するための前記プログラムコードは、前記ウェアラブルデバイスがワイヤレス
パーソナルエリアネットワーク（ＷＰＡＮ）を通じて前記モバイル局に直接ワイヤレスに
リンクされていないと決定するためのプログラムコードを備える、Ｃ２５に記載の非一時
的コンピュータ可読媒体。
［Ｃ２９］
　前記モバイル局が、前記モバイル局についての前記ロケーションフィックスが前記ウェ
アラブルデバイスについての前記ロケーションフィックスとして使用されないことがあり
うると決定するための前記プログラムコードは、前記ウェアラブルデバイスがＷＬＡＮ（
ワイヤレスローカルエリアネットワーク）ネットワーク中の同じアクセスポイントを通じ
て前記モバイル局にワイヤレスにリンクされていないと決定するためのプログラムコード
を備える、Ｃ２５に記載の非一時的コンピュータ可読媒体。


	header
	written-amendment

